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食道裂孔ヘルニアについての豆知識（3）
―治療についてー

Dr.TAKEMURA
南大阪病院
外科統括部長
副院長

竹村 雅至

　しかし、食道裂孔ヘルニアがあっても症状の無い方も
多く、無症状のまま生活されている方が多いという特殊
な病気です。一方で症状のある方の多くは逆流性食道炎
と同様の症状であり、逆流性食道炎に対する薬を使う
ことで症状が軽くなる方が多くみられます。
　ただ、食道裂孔ヘルニアの症状のうちでも食後の
不快感、嘔吐、食物の逆流は様々な薬でもなかなか改善
せず、症状が残る方が多い傾向にあります。このような
方に、有効なのが食道裂孔ヘルニアに対する外科的治療
です。外科的治療は胃を元の位置に戻すだけでなく、
胃から食道へ逆流しにくい形に食道と胃のつなぎめを
作り替えます。作り替える方法には主にNissen法と
Toupet法の２種類ありますが、日本人にはToupet法
が向いているとされており、ガイドラインでも推奨され
ています。

　しかし、現在の日本全体で行われている食道裂孔ヘルニアに対する手術件数は1年間に
1400件程度で、この手術を行なっている施設は少数です。また、この手術を行なっていても
１施設あたりの手術件数は非常に少数で、治療成績が安定しません。
　さらに、食道裂孔ヘルニアは良性の病気であるため、がんなどの悪性の病気を主に扱う
大学病院やセンター病院では、手術件数は少数しかありません。当院では2017年から食
道裂孔ヘルニアに対する手術を積極的に行い、年間60件以上の手術件数があり、2019
年から2023年まで5年連続で日本で最も多い手術件数となりました。
　食道裂孔ヘルニアに伴う症状が改善せずにお悩みの方は当院外科外来を受診いただけ
れば、手術の詳細について説明させていただきます。　

食道裂孔ヘルニアは
食道裂孔が開くことにより
胃の位置が変化することを
指しています。

正常 食道裂孔ヘルニア

Nissen法 Toupet法
胃を食道に

360度巻き付ける
胃を食道に

270度巻き付ける

1



KANGOBU N E W S

NEWS 1
看護体験を受け入れて

　2日間にわたり高校生を対象にした看護体験を受け入れました。
今年は男子高校生の参加があり、白衣に着替えながら「この着方で
あっていますか。初めての白衣で緊張します。」と話し、病棟では
看護師が実際に看護をしている姿を目にして、緊張しながらも将来
の姿を想像している姿がとても初々しかったです。そんな姿をみて
いると自分自身が看護の道を志したころを思い出し、初心に戻った
気がしました。
　また、お互いに車椅子をおしてみると思っていた以上の体感速度に
びっくりした様子で車椅子をおすこと1つにも、相手への配慮や
工夫が必要なことを感じてくれたようでした。
　今回の体験をきっかけに、さらに興味をもっていただけたら
うれしく思います。これからも看護体験を通じて、すてきな看護の
良さを多くの人に知ってもらえるきっかけづくりが出来たらうれしい
です。

12階病棟　高田　紳吾

地域包括ケア病棟
～安心して入院できる体制を整えています～

　地域包括ケア病棟は、医療と暮らしの“やさしい交差点”です。急性期
の治療を終えた方や、在宅療養中に体調を崩された方が、安心して
次のステップへ進めるよう支援する病棟です。
　多職種（医師・看護師・リハビリ・医療ソーシャルワーカー）が
連携し、『在宅復帰を全力サポート』、『リハビリと生活が一体型』、
『ときどき入院、ほぼ在宅を実現』、『レスパイト入院』これらに対応
できることが、この病棟の最大の魅力です‼
　「入院後の生活が不安」「もう少し入院してリハビリを続けたい」と
いったご希望がありましたら、ぜひ当院の地域包括ケア病棟をご利用
ください。地域の皆さまに寄り添い、退院後を安心して暮らせる
ように患者さんの“帰る場所”を整えます。

NEWS 2
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内視鏡センター
における
臨床工学技士

　当院の検査は施行医、看護師、臨床工学技士を基本に行われ、
主な業務はスコープ等の始業前点検や各種機器の修理対応等の
医療機器管理業務と、組織生検採取・ポリープ切除等の検査
介助業務に分かれます。ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）や緊急
内視鏡での止血等、高周波電気メスを使用した治療も多く、処置具
管理も含め対応しています。

上下部内視鏡検査

　内視鏡センターでは近年の主な取り組みの一例で、検査時の麻酔薬としてプロポフォールを導入しました。
メリットとして投与後即効性があり素早い苦痛軽減が期待でき、覚醒が早いため患者さんの転倒リスクを減少
できる等が挙げられます。一方で呼吸抑制作用があり一段と高い術中管理が求められます。この鎮静管理の
安全性を高めるため、カプノメーター（呼気終末二酸化炭素濃度測定装置）の導入と管理を行い、患者さんの
呼吸状態をリアルタイムでモニタリングしています。また、急変に備え各検査室にBVM（バッグバルブマスク）を
常備し、いつでも対応できる体制を整えるなど、安全面への配慮を徹底しています。今後も医療機器の適切な
管理を通じてより良い医療の提供に貢献していきたいと思います。

最後に・安心安全を目指した内視鏡センターの取り組み

　内視鏡センターには検査室が４室（うち１室はX線透視室）あり、年間
約11000件の検査・治療を行っています。2014年より臨床工学技士を
配置し内視鏡関連機器の安全使用の為の点検や臨床での検査介助を
行っており、現在4名が内視鏡業務に従事、内3名が内視鏡センターに
常駐し医師・看護師と連携し各種機器の適正運用や安全確保に努めて
います。

内視鏡センターでの臨床工学技士の関わり

　臨床工学技士は1987年に制定された比較的新しい資格
で、医療系国家資格の中では唯一医学と工学の両面を兼ね備えて
います。現代医療において医療機器は欠かせないものであり
臨床工学技士はそれらの機器を扱うスペシャリストです。
　現在、『透析業務』・『手術室業務』・『心臓カテーテル業務』・
『内視鏡業務』・『医療機器管理業務』の各部門にて医療の安全
確保や臨床での業務支援を行っています。その中でも今回は
内視鏡センターでの業務内容をご紹介いたします。
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が
ん
登
録
が

ひ
ら
く

未
来
の
医
療

院
内
・
地
域
医
療
の
連
携

　
院
内
の
診
療
科
が
緊
密
に
連
携
し
、

患
者
さ
ん
に
適
切
な
医
療
を
提
供
し
て

い
ま
す
。地
域
の
医
療
機
関
と
も
連
携
を

強
化
し
、患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
診
療
を

受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。診
療

情
報
を
丁
寧
に
記
録
し
、治
療
の
向
上
と

予
防
策
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
で
、未
来
の

医
療
の
発
展
に
貢
献
し
ま
す
。

専
門
医
に
よ
る

診
療
の
質
向
上

　
当
院
に
は
、5
大
が
ん
を
含
む
各
領
域

の
専
門
医
が
在
籍
し
、専
門
性
を
生
か
し
た

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
を
導
入
し
、患
者
さ
ん
の
負
担
を
軽

減
し
な
が
ら
、よ
り
精
密
な
治
療
を
実
現

し
て
い
ま
す
。食
道
外
科
・
泌
尿
器
科
・

女
性
外
科
専
門
外
来
で
は
、高
度
な
技
術

を
駆
使
し
、低
侵
襲
で
質
の
高
い
医
療

を
提
供
し
て
い
ま
す
。特
に
、女
性
外
科

専
門
外
来
は
全
国
で
も
希
少
な
診
療
体
制

を
整
え
、女
性
ス
タ
ッ
フ
の
み
で
患
者
さ
ん

に
寄
り
添
い
な
が
ら
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。

院
内
が
ん
登
録
の
実
績

　
当
院
は
、大
阪
府
が
ん
診
療
拠
点
病
院

と
し
て
、幅
広
い
病
期（
ス
テ
ー
ジ
）の

患
者
さ
ん
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　
左
の
グ
ラ
フ
は
、当
院
で
診
療
を

受
け
た
が
ん
患
者
さ
ん
の
登
録
件
数

で
す
。5
大
が
ん（
胃・大
腸・肝・肺・乳
）

に
加
え
、食
道
が
ん
や
泌
尿
器
系
の
が
ん

診
療
に
も
力
を
入
れ
、専
門
的
か
つ
高
度

な
治
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
最
も
多
い
が
ん
は
大
腸
が
ん
で
、次
い
で

胃
が
ん
、肺
が
ん
の
順
で
す
。患
者
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、病
態

に
応
じ
た
手
術
・
抗
が
ん
剤
治
療
・
緩
和

ケ
ア
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
診
療
情
報
管
理
士
は
、患
者
さ
ん
の

診
療
記
録
を
適
切
に
管
理
し
、医
療
の

安
全
と
質
の
向
上
に
貢
献
す
る
専
門
職

で
す
。電
子
カ
ル
テ
を
活
用
し
、診
療
情
報

を
整
理
・
分
析
す
る
こ
と
で
、精
度
の
高
い

医
療
の
提
供
を
支
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

院
内
が
ん
登
録
の
情
報
管
理
を
通
じ
て
、

が
ん
診
療
の
質
を
高
め
、医
療
を
支
え
、

未
来
へ
つ
な
ぐ
情
報
の
架
け
橋
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　「
確
か
な
情
報
が
、患
者
さ
ん
の
未
来

を
ひ
ら
く
。」そ
の
想
い
を
胸
に
、日
々

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

が
ん
登
録
を
支
え
る

診
療
情
報
管
理
士

医療情報部
診療情報管理課
診療情報管理士/
院内がん登録実務
中級者認定

梅本 一美　

が
ん
登
録
の
役
割

　
当
院
は
、1
9
7
5
年
か
ら
地
域
が
ん

登
録
に
参
加
し
、2
0
1
2
年
よ
り
院
内

が
ん
登
録
を
開
始
し
ま
し
た
。国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
修
を
修
了
し
た

診
療
情
報
管
理
士
が
、電
子
カ
ル
テ
の

情
報
を
も
と
に
、正
確
か
つ
適
切
に
登
録
を

行
い
、さ
ら
に
、院
内
が
ん
登
録
実
務
者

の
上
位
資
格
で
あ
る「
中
級
」を
取
得
し
た

担
当
者
が
業
務
を
担
う
こ
と
で
、精
度
と

信
頼
性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
登
録
は
、が
ん
診
療
の
実
態

把
握
や
治
療
の
質
の
向
上
に
不
可
欠
で
す
。

収
集
し
た
デ
ー
タ
は
、法
令
お
よ
び
個
人

情
報
保
護
方
針
に
則
り
、厳
正
に
管
理

さ
れ
、よ
り
良
い
医
療
の
提
供
へ
と
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、診
療
デ
ー
タ
の

収
集・分
析
を
通
じ
て
、が
ん
診
療
の
質
を

高
め
る
と
と
も
に
、大
阪
府
や
国
の
が
ん

対
策
に
寄
与
し
、未
来
の
医
療
を
支
え
る

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

女性外科
専門外来

瀧井麻美子医師
消化器外科副部長

食道外科
竹村雅至医師
副院長/外科統括部長

泌尿器科
竹垣嘉訓医師
泌尿器科部長
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　当院のWebサイトは以前のWebサイトの問題点

を様々な面から分析し、2024年10月にリニューアルし

公開しました。今回、Webサイト部門で一次審査・

二次審査を突破し、セミファイナルに進出することが

できました。

　セミファイナルには全国から６病院が選出され、

2025年6月19日に最優秀賞を目指して、当院の

Webサイトについての改良点や工夫などについて

『地域からよろこばれ信頼される病院をめざして』という

タイトルでプレゼンテーションを行いました。６病院の

プレゼンテーションの順番は当日に決定され、当院は

２番目にプレゼンテーションを行いました。６病院の

プレゼンテーション終了後に投票が始まり、投票の

結果当院は５番に終わりました。

　結果は非常に残念でしたが、他院のプレゼン

テーションを見させていただくことで、当院のWeb

サイトの今後の改善点や工夫する点がわかり非常に

有意義でした。広報委員会では、ますます皆さんに訪れて

いただけるWebサイトを目指して、改良に取り組み

たいと思います。

　当院広報委員会の委員長の竹村雅至です。当院

広報委員会は、全国の病院から集まった病院広報

事例を表彰する年に１度の式典である病院広報

アワード2025に広報誌部門・Webサイト部門に

初めてエントリーしました。

山中 あすか
ヤマナカ 

循環器内科 【専門領域】
循環器内科一般

【患者さんに向けたメッセージ】
　2025年6月より南大阪病院 循環器内科に赴任しました山中あすかです。産業医科
大学卒業後、北九州市内で勤務した後、2007年4月以降は 大阪、奈良市内を中心に
近畿圏内の急性期病院の循環器内科で診療を行ってきました。高齢化に伴い、心
不全を含め心疾患の患者さんが増加しており、わずかながらも地域医療の一助になれる
よう、勤めて参りたいと思いますので宜しくお願い申し上げます。

南大阪病院 外科統括部長 副院長
竹村 雅至

病院広報アワード 2025
に参加して

新
人
医
師
紹
介

T O P I C S

当院のWebサイトは
こちらから
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　私は病院職員として感染症流行時は感染動向や予防・
受診の仕方・治療について、また医療制度の変更などの
お話しをしています。会議で地域の役員さんや関係者の
皆さんの生の声をきかせていただくことで、地域で必要
とされることや課題などを知ることができるとともに、
皆さんの前向きな取り組みにいつも元気をいただいて
います。

南大阪病院 保健師：高橋

南大阪病院は「地域から喜ばれ信頼される病院をめざします」

地域の皆さんとのつながり
６年前から南大阪病院の地域担当として、月１回「さざんか加賀屋協議会（加賀屋地域ネットワーク委員会）」に

参加させていただいていますのでご紹介します。

少子高齢化の波は日本中どこにでもやってきていますが、加賀屋地域ではいっしょにこの地に住み、

かかわる者同士の助け合いが大切にされ、誰一人見捨てない精神が育まれています。

単身高齢者の
集い

（スープ喫茶）

高齢者の
体力づくり
（百歳体操）

地域情報の
共有

応急救命訓練
（実習生も参加）

さざんか加賀屋協議会 LINE 公式アカウント
@103cjvxs
LINE の「友だち追加」から、ID 検索するか
QR コードをスキャンしてください

情報発信（LINE）もしています
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私
の
趣
味
は
、野
球
観
戦

で
す
。応
援
し
て
い
る
チ
ー
ム
は

パ
リ
ー
グ
の
オ
リ
ッ
ク
ス

バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
で
す
。仕
事
が

休
み
の
日
は
、オ
リ
ッ
ク
ス
を

応
援
す
る
た
め
に
オ
リ
ッ
ク
ス

バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
本
拠
地
で
あ
る

京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
を
は
じ
め
、

パ
リ
ー
グ
各
球
団
の
全
国
の

本
拠
地
へ
回
っ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ッ
ク
ス
は
3
年
前
に
日
本
一

へ
と
輝
き
ま
し
た
。リ
ー
グ
優
勝
が

決
ま
る
か
も
し
れ
な
い
試
合
は
、

対
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
戦
で
楽
天

イ
ー
グ
ル
ス
の
本
拠
地(

仙
台)

で

職員リレーコラム
こんにちは。私はHCUに所属している、

看護師の西村と申します。

職員の “あんなコトこんなコト”をリレーで綴る

行
っ
た
時
に
、漫
才
中
に
ボ
ケ
の

石
田
さ
ん
に
ど
っ
ち
が
好
み
か

質
問
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、石
田
さ
ん
と
答
え
た
ら
、

井
上
さ
ん
に
面
白
く
ツ
ッ
コ
ま

れ
て
嬉
し
か
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。テ
レ
ビ
で
見
る
の
も

楽
し
い
で
す
が
、劇
場
で
の
笑
い

に
は
独
特
の
臨
場
感
と
一
体
感

が
あ
り
ま
す
。何
気
な
い
日
常
が

ネ
タ
に
な
る
面
白
さ
に
気
づ
か
さ

れ
る
た
び
、心
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
、私
の
日
常
に
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。忙
し
い

日
々
の
中
で
も
こ
の
二
つ
の

趣
味
が
、私
に
元
気
と
前
向
き
な

気
持
ち
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

行
わ
れ
ま
し
た
。私
は
現
地

で
応
援
を
し
て
い
た
の
で
、

リ
ー
グ
優
勝
の
瞬
間
を
実
際
に

見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

２
６
年
前
に
も
一
度
優
勝
し
て

い
ま
す
が
、私
が
生
ま
れ
る
前

の
事
だ
っ
た
の
で
、日
本
一
の

オ
リ
ッ
ク
ス
を
直
接
見
る
こ
と
が

出
来
、大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

あ
と
も
う
一
つ
は
、
私
は

お
笑
い
ラ
イ
ブ
を
見
に
よ
く

劇
場
へ
も
行
き
ま
す
。
私
が

小
学
生
の
頃
、姉
が
通
っ
て
い
た

大
学
の
文
化
祭
でN

O
N
STYLE

が
漫
才
を
し
て
い
る
の
を
見
に

ノ
ン
ス
タ
イ
ル
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ミヤタケイイン

宮武医院

院長 宮武 利行

●内科
●消化器内科
●糖尿病内科

●内科
●消化器内科
●内視鏡内科

院長 金  鏞民

宮武医院
☎06-6683-5050
〒559-0024
大阪府大阪市住之江区新北島1丁目9-23
⚫大阪メトロ四つ橋線「住之江公園」駅
4番出口から徒歩7分
※専用駐車場あり

住ノ江駅前クリニック
☎06-6678-2525
〒559-0005
大阪府大阪市住之江区西住之江1-1-41
N.KLASS住ノ江1階
⚫南海本線「住ノ江駅」直結
改札を出て右側階段を降りてすぐ

ホームページはこちらから ホームページはこちらから

月 火 水 木 金 土 日・祝

● / ● / /

● ●

●

● / ● / /● ●

●

● ●● ● /診察・検査
9:00～12:00

検査
13:00～16:00

診察
16:00～19:00

●・・・診察・検査

月 火 水 木 金 土 日・祝

● ● ● ● ● //診察時間
9:00～12:00

● ● ● / //●診察時間
17:00～19:30

●・・・診察

　大阪市住之江区にある、宮武医院です。当院では
糖尿病内科・内科・消化器内科の診療を行っております。
開業以来、地域の頼りがいのあるかかりつけ医を目指して
参りました。
当院では糖尿病治療の指標となるHｂA1cの検査が
院内で当日測定できますので、検査結果を治療方針に
すぐに役立てることができます。
　また、普段は仕事などで病院へ通いにくい方のために、
平日は19時30分まで診療を行っております。
　専用駐車場も医院横にありますので、ご年配の方でも
安心してご来院ください。どんな病気・どんな症状でも
お気軽にご相談ください。精一杯対応させていただき
ます。

　風邪や生活習慣病から専門の消化器疾患まで、かかり
つけ医として、何でもお気軽にご相談ください。住ノ江
駅前クリニックは、専門の消化器疾患を中心に、風邪などの
一般的な内科疾患をはじめ、高血圧や糖尿病、脂質異常症
などの生活習慣病まで、どのような疾患も幅広く診療
いたします。
　大阪市住之江区の地域のかかりつけ医として、何でも
お気軽にご相談下さい。

スミノエエキマエクリニック

住ノ江駅前クリニック
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事前申し込みは必要ありません、直接会場へお越し下さい。
日程および内容は急な変更もありますので、その際にはご了承ください。皆さまのご参加をお待ちしています。　

参加費・
申し込み

【場所】南大阪病院 外来棟 １階 多目的ホール
今後開催予定の公開講座

2025年8月度 公開医療講座 開催報告

地 域 医 療

【時間】14～15時

①「年を取ったから生活の動作はできなくなるの？！」
【講師】南大阪病院 リハビリテーション科 山川 智之

②「栄養のお話」 
～バランスの良い食事ってなに？～
【講師】南大阪病院 栄養科 中西 由佳

2025年10月4日（土）
【時間】14～15時

「見えない敵をブロック！」
～家庭でできる
かんたん感染防御術～
【講師】南大阪病院
看護部（感染制御）
前田 知哉

2025年12月13日（土）

　今回の公開医療講座のテーマは、「 肺がんは怖い
病気？」 ～ここまで進歩した肺がん治療～という演題で、
呼吸器内科 医長の平野 勝也医師が担当でした。
　今回の講演では、肺がんの基礎知識、検査と診断、治療の
3つのパートに分けてわかり易く解説されました。
　まず、基礎知識のひとつとして、新たに診断されるがん
として、大腸がんに次いで肺がんが2位となり、1990年代
以降はがんの死亡原因 第1位となっている現状を紹介され
ました。定期的ながん検診によりがんの早期発見、早期治療で
生存率向上と治療選択肢の拡大、より負担の少ない治療が
可能となるので、検診の受診を強く勧められました。特に、
大阪市では全国42位の検診受診率と、全国に比べて非常に
低い現状があること、住之江区を含む当院近隣の患者さん
では全国平均より喫煙関連の肺がんが高い傾向にあること
などを解説され、禁煙した時点から死亡率が低下するので、
喫煙者においては禁煙も強く勧められました。
　肺がんの治療については、従来からある抗がん剤も嘔吐
などは殆ど抑えることができるように副作用対策は大きく
進歩してきており、 分子標的薬が毎年のように新薬が
登場し、遺伝子変異を調べることで適切な薬剤選択ができ、
生存率の大幅な向上が見込めるようになってきているデータ
を示されました。

また、自らの免疫機能を活性化させて治療する免疫チェック
ポイント阻害剤の登場と新薬の登場で、 予後が悪いとされる
非小細胞肺がんの治療においても従来治療に対して2倍
から5倍の生存率向上と、治療の革命をもたらしていることも
紹介されました。
　当日は、住之江区民の健康対策を日々思案されている住之江
区長の藤井秀明さんにも参加頂きました。大阪市ではがん
検診率が低い現状を踏まえ、本日の講演内容を参考にして
行政からも検診率向上も含め、多方面から働き掛けをして
いこうと考えていると、結びのご挨拶を頂きました。当日は
26名の参加をいただき、皆さん熱心に聴講され盛況な会
でした。
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準
備
か
ら
の
姿
勢

　

今
年
の
夏
は
皆
様
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
の
頃
、夏
休
み
に
は
い
ろ
ん
な
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、建
設
現
場
作
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
一
番
、今
で
も
思
い

出
さ
れ
ま
す
。「
社
会
の
厳
し
さ
」を
垣
間
見
、ま
た
、い
ろ
ん
な

「
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
」に
出
逢
え
た
貴
重
な
時
間
だ
っ
た
の
で
す
。

　

当
時
、兵
庫
県
最
東
端
の
A
市
の
実
家
に
い
た
私
は
短
期
間
の

実
入
り
の
良
い
ア
ル
バ
イ
ト
を
探
し
て
い
て
、叔
父
の
紹
介
で
自
転
車
に

乗
っ
て
十
五
分
く
ら
い
離
れ
た
舗
装
・
土
木
一
般
会
社
の
手
伝
い
に
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。朝
六
時
四
十
五
分
に
事
務
所
前
に
集
合
し
、

お
じ
さ
ん
た
ち
と
車
に
乗
り
合
わ
せ
て
作
業
現
場
に
向
か
う
の
で
す
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
で
揺
ら
れ
て
三
十
分
く
ら
い
で
つ
い
た
場
所
は
、六
甲
山
の

山
裾
の
新
興
マ
ン
シ
ョ
ン
の
片
付
け
、仕
上
げ
の
作
業
現
場
で
し
た
。

ま
さ
し
く
野
外
の
灼
熱
の
中
の
仕
事
で
す
。

　

何
と
か
バ
イ
ト
初
日
が
終
わ
っ
て
、日
給
を
も
ら
っ
て
自
転
車
に

ま
た
が
り
、銭
湯
に
寄
っ
て
帰
ろ
う
か
と
し
て
い
た
私
に「
兄
ち
ゃ
ん
、

兄
ち
ゃ
ん
、ち
ょ
っ
と
。」と
呼
び
止
め
る
声
が
。

　

見
る
と
、今
日
の
現
場
作
業
員
の
リ
ー
ダ
ー
格
の
人
で
し
た
。

「
兄
ち
ゃ
ん
、明
日
か
ら
来
ん
で
え
え
わ
。」と
。「
兄
ち
ゃ
ん
、こ
の
ま
ま

や
っ
た
ら
怪
我
す
る
。皆
に
迷
惑
が
か
か
る
。」

　

私
は
、戸
惑
う
と
同
時
に
今
日
の
自
分
を
思
い
出
し
て
み
ま
し
た
。

な
ん
か
注
意
散
漫
で
、仕
事
を
流
し
て
い
た
の
で
す
。そ
れ
は
誰
が

見
て
も
・・・

　

沈
黙
の
後
、私
は「
す
い
ま
せ
ん
。簡
単
な
作
業
で
良
い
の
で
置
い
て

く
だ
さ
い
。明
日
か
ら
し
っ
か
り
働
き
ま
す
。」と
頭
を
下
げ
、何
と
か

許
し
を
得
た
の
で
す
。夕
夏
の
日
差
し
が
残
る
中
を
私
の
自
転
車
は

自
然
と
作
業
服
用
品
店
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、仕
事
に
臨
む
格
好
か
ら
違
っ
て
い
ま
し
た
。皆
は
暑
く
て
も
怪

我
、日
焼
け
を
防
ぐ
た
め
に
し
っ
か
り
長
袖
の
作
業
着
で
自
ら
の
安
全

靴
を
履
い
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、昼
の
休
憩
に
は
食
事
を
さ
っ
と
摂
り
、

涼
し
い
場
所
を
探
し
て
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
横
に
な
る
な
ど
、夏
の
野
外
作
業

を
無
事
に
終
え
る
自
分
な
り
の
工
夫
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
何
と
か
予
定
日

ま
で
そ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、い
ろ
ん
な「
頑
張
っ
て

い
る
人
た
ち
」に
も
出
逢
え
、「
自
分

は
ま
だ
ま
だ
や
な
・・
」と
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
話
は
ま
た
後
日
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

南
大
阪
病
院 

形
成
外
科 

部
長

蔡 

顯
真

Dr. コラム療
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           2025年10月1日発行

発行所：社会医療法人 景岳会 南大阪病院　

発行責任者：南大阪病院 広報委員会委員長 竹村雅至

   私が広報委員会を担当させていただき1年半が経過し、発行に関わらせていただいた広報誌も5巻目となりました。毎号少しずつ
変わっていますが、今回病院広報アワードに参加することで様々なアイデアを発見することができました。今後これらを参考にして、ますます
手にとって親しんでいただける広報誌にしたいと思います。　　　     　　　　　　　　　　　　　 広報委員会委員長　竹村雅至

 南大阪病院の理念
地域からよろこばれ、信頼される病院を目指します。

基本方針
1.患者さんの意志と権利を尊重し、十分な説明と納得と根拠に基づく医療を提供します。
2.常に研鑽につとめ、安心、安全で質の高い医療を提供します。
3.地域の中核病院として、他の医療期間との密接な連携をはかります。
4.医療を通じて、社会貢献と職員の満足をはかるべく健全な財務体質を構築します。

患者さんの権利と義務

●患者さんは、人間としての尊厳を尊重されながら医療を受けること
ができます。
●患者さんの医療上の個人的な秘密は守られます。
●患者さんは治療、看護の内容及び病状経過などについて、充分な説明
と必要な情報の提供を受け納得のうえ自分の意思で医療を選ぶこと
ができます。
●患者さんは研究途上にある医療を受ける場合、前もって充分な説明
がおこなわれます。
●患者さんはお互いの療養環境を守るために、定められた諸規則を守る
義務があります。

患者さんの権利を尊重し、インフォームドコンセント（充分
な説明と納得）と自己決定権を大切にした患者さん本位
の医療を提供していくために、当院とひとりひとりの
患者さんは、以下のことを確認し合います。

 看護部の理念
地域医療の中心的病院としての使命と役割を自覚し、
地域の皆様と社会のニーズに対応できる看護を実践します。

基本方針
1.患者さんの命の尊厳と人権を尊重します。
2.安全で質の高い看護を実践します。

目標
1.説明と納得に基づく患者さん中心の看護を実践します。
2.知識と技術を磨き、豊かな人間性を有する看護職を育成します。
3.経営への参画意識を高め、効率的な看護業務を遂行します。
4.職員満足度高まるよう職場環境の充実を図ります。

06-6685-0221TEL 06-6685-5208FAX

住所 〒559-0012 
大阪市住之江区東加賀屋 1-18-18

平日 午前 8:30～12:00
午後 12:00～16:00

土曜日 午前 8:30～12:00
※日曜日・祝日は休診
※曜日によって診療案内・時間が変わりますので、
　詳しくは窓口および外来担当表でご確認ください。

受付時間

ホームページは
こちらから

 南大阪病院の公式L INEが
できました！

上のQRコードから

ぜひ、お友達登録をお願いします。

病院広報誌「もっとみなみおおさか」
ご意見・ご感想募集

　社会医療法人 景岳会 南大阪病院 広報誌「もっとみなみ
おおさか」のご意見・ご感想や次号以降の掲載内容について
募集しております。皆様のご意見をふまえてより良いものになれば
と思っております。ぜひQRコードから簡単なアンケートに
ご協力をお願いいたします。

バックナンバーは
こちらから

ご覧いただけます。
アンケートは
こちらから




